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1 ワークフロー
Container Service のワークフローの全体像は以下になります。

⼿順 1: アカウントに対するロールの付与
詳しくは、「ロールの権限付与」をご参照ください。
⼿順 2: クラスターの作成
クラスターのネットワーク環境を選択、ノード数およびクラスターの構成を設定できます。
⼿順 3: イメージまたはオーケストレーションテンプレートによるアプリケーションの作成
既存のイメージまたはオーケストレーションテンプレートを選択するか、新しいイメージまたは
オーケストレーションテンプレートを作成します。
お使いのアプリケーションが複数のイメージによりサポートされるサービスで構成される場合、
オーケストレーションテンプレートを使⽤してアプリケーションを作成します。
⼿順 4: デプロイ後のアプリケーションステータスおよび関連するサービスとコンテナーの情報の
確認
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2 イメージからの Nginx Web サーバーの作成
これまでにクラスターを作成していない場合は、まずクラスターを作成します。 クラスターの作
成について詳しくは、「クラスターの作成」をご参照ください。
1. Container Service コンソールにログインします。
2. 左側のナビゲーションウィンドウから [アプリケーション] をクリックし、 右上の [アプリケー

ションの作成] をクリックします。

3. これから作成するアプリケーションに関する以下の設定を完了させ、[イメージによる作成] を
クリックしします。
• 名前: アプリケーションの名前を⼊⼒します。 このページの例では、「nginx」 と⼊⼒し

ます。
• バージョン: このアプリケーションのバージョンを⼊⼒します。 デフォルトでは、1.0 が⼊

⼒されます。
• クラスター: アプリケーションをデプロイするクラスターを選択します。
• 更新: アプリケーションの更新⽅法です。 標準リリースまたは、 Blue - Green  リ

リースを選択します。 詳しくは、リリース⽅法の紹介をご参照ください。
• 説明: アプリケーションの情報を⼊⼒します。 ⼊⼒した説明は アプリケーションリスト の

ページに表⽰されます。
• Docker イメージの取り込み: このチェックボックスをオンすると、イメージのタグが変更

されていなくても、Container Service により最新の Docker イメージがリポジトリから
取り込まれ、 アプリケーションがデプロイされます。
効率を向上されるため、Container Service によりイメージはキャッシュされます。 アプ
リケーションのデプロイ時、イメージのタグがローカルキャッシュのイメージのタグと同
⼀の場合、 Container Service により、リポジトリからイメージを取り込む代わりに、
キャッシュされたイメージが使⽤されます。 そのため、コードおよびイメージを変更した
際に、業務の都合上イメージのタグを変更しなかった場合、 Container Service はローカ
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ルにキャッシュされた古いイメージを使⽤してアプリケーションをデプロイします。 この
チェックボックスをオンにすると、Container Service はキャッシュされたイメージを無
視します。また、最新のイメージとコードが常に使⽤されるように、アプリケーションの
デプロイ時に Container Service はリポジトリから再びイメージを取り込みます。

4. [イメージの選択] をクリックします。 [基本] タブの "Nginx" を選択し、[OK] をクリックしま
す。
デフォルトでは、Container Service により最新バージョンのイメージが使⽤されます。 他
のバージョンを使⽤する場合、[イメージバージョンの選択] をクリックします。 [イメージ
バージョン] ダイアログボックスが表⽰されます。 バージョンを選択し、[OK] をクリックし
ます。
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5. [ポートマッピング] で、ホストおよびコンテナーのポートマッピングを設定します。 インター

ネットによるコンテナー上の Nginx サーバーへのアクセスを可能にするために、 [Web ルー
ト] を設定します。
a) [ポートマッピング] の隣にある "+" アイコンをクリックし、コンテナーポートフィールド

に、それぞれ 「80」 および 「443」 を⼊⼒し、2 つのポートマッピングを追加します。
このページの例では、ホストポートは指定されません。

b) Web ルートを設定します。
• [Web ルート] の隣にある "+" アイコンをクリックします。
• [コンテナーポート] フィールドに 「80」 と⼊⼒します。これは、Nginx コンテナーの

80 番ポートを⽰します。
• [ドメイン] フィールドに 「nginx」 と⼊⼒します。 ドメイン名のプリ

フィックスである、 nginx  のみ⼊⼒されます。 ドメイン名のプリフィッ
クスが、 XXX  の場合、以下のようなドメイン名が取得できています。
XXX.$cluster_id.$region_id.alicontainer.com これはテスト⽤です。
このページの例では、以下のようなテスト⽤のドメイン名を取得します。 nginx

. c9b424ed59 1eb4892a2d 18dd264a6f dfb . cn - hangzhou .

alicontain er . com

注 :
独⾃のドメイン名を⼊⼒することもできます。 独⾃ドメイン名の追加⽅法は、「シンプル
ルーティング - ドメイン名の設定」をご参照ください。 ルーティングに使⽤するコンテナー
ポートおよび HTTP サービスのドメイン名の設定⽅法は、 「ラベルの説明」の「ルーティン
グ」をご参照ください。 ルーティングサービスがどうのようにリクエストをコンテナーに転
送するかについては、「シンプルルーティング - HTTP および HTTPS のサポート」をご参照
ください。
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6. [作成] をクリックします。 Container Service により、上記の設定に応じてアプリケーショ

ン "nginx" が作成されます。
7. アプリケーションの作成が成功したことを⽰すページが表⽰されます。 [アプリケーションリ

ストの表⽰] をクリックするか、ページ上の [アプリケーションリストに戻る] をクリックす
るか、 左側のナビゲーションウィンドウから [アプリケーション] をクリックします。 アプリ
ケーション名 [nginx] をクリックし、アプリケーションの詳細を表⽰します。

8. サービス にあるサービス名 [nginx] をクリックし、 サービスの詳細を表⽰します。

9. サービス "nginx" のアクセスエンドポイントをクリックします。 Nginx サーバーのデフォル
トのウェルカムページが表⽰されます。

注 :
ウェルカムページにアクセスできない場合は、「どのようにリンク接続問題のトラブル
シューティングを⾏いますか。」をご参照ください。
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3 オーケストレーションテンプレートによる
WordPress の作成

これまでにクラスターを作成していない場合は、まずクラスターを作成します。 クラスターの作
成について詳しくは、「クラスターの作成」をご参照ください。
1. Container Service コンソールにログインします。
2. 左側のナビゲーションウィンドウから [アプリケーション] をクリックし、右上の [アプリケー

ションの作成] をクリックします。
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3. これから作成するアプリケーションに関する以下の設定を完了させ、[オーケストレーション

テンプレートによる作成] をクリックしします。
• 名前: アプリケーションの名前を⼊⼒します。 このページの例では、「wordpress-test」

と⼊⼒します。
• バージョン: このアプリケーションのバージョンを⼊⼒します。 デフォルトでは、1.0 が⼊

⼒されます。
• クラスター: アプリケーションをデプロイするクラスターを選択します。
• 更新: アプリケーションの更新⽅法です。 [標準リリース]または、 [Blue-Green リリース]

を選択します。 詳しくは、「リリースポリシーの照会」をご参照ください。
• 説明: アプリケーションの情報を⼊⼒します。 ⼊⼒した説明は アプリケーションリスト の

ページに表⽰されます。
• Docker イメージの取り込み: このチェックボックスをオンすると、イメージのタグが変更

されていなくても、Container Service により最新の Docker イメージがリポジトリから
取り込まれ、 アプリケーションがデプロイされます。
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4. [既存のオーケストレーションテンプレートの使⽤] をクリックし、 WordPress テンプレート

の隣の [選択] をクリックします。

5. 対応する設定を変更します。
テンプレートを直接変更するか、[編集] をクリックしたサービスを編集します。
aliyun . routing . port_80 : http :// wordpress  は、 http ://

wordpress .$ testDomain  からのリクエストを⽰し、コンテナーが正常に実⾏される
とコンテナーの ポート 80 に転送されます。

6. [作成とデプロイ] をクリックします。
7. アプリケーションの作成が成功したことを⽰すページが表⽰されます。 [アプリケーションリ

ストの表⽰] をクリックするか、ページ上の [アプリケーションリストに戻る] をクリックす
るか、 左側のナビゲーションウィンドウから [アプリケーション] をクリックします。 アプリ
ケーション名 [wordpress-test] をクリックし、アプリケーションの詳細を表⽰します。

8. [サービス] にあるサービス名 [web] をクリックし、サービスの詳細を表⽰します。
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9. サービス "web" のアクセスエンドポイントをクリックします。これはアクセスドメイン名で

す。

注 :
• このページのドメイン名はテストでのみ使⽤します。 お使いのドメイン名をバインドしま

す。
• エンドポイントにアクセスできない場合は、どのようにリンク接続問題のトラブルシュー

ティングを⾏いますか。 この問題のトラブルシューティングをご参照ください。
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4 Docker ツールによるクラスターへの接続
Container Service は Docker Swarm API と完全な互換性があります。 Docker クライアントお
よび Docker Compose などの、Docker ツールのコマンドを使⽤して、Docker クラスターへ
のアクセスおよび管理が⾏えます。
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証明書のインストール

1. アクセスアドレスを取得します。
a. Container Service コンソールにログインします。
b. Swarm で、左側のナビゲーションウィンドウから [クラスター] をクリックします。 クラ

スターリストで、クラスターの右側の [管理] をクリックします。

表⽰されるクラスターの接続情報は、以下の図のようになります。
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2. TLS 証明書のダウンロードし、保存します。

Docker クラスターへのアクセスに上記のアクセスアドレスを使⽤する前に、TLS 証明書を設
定します。
クラスター詳細ページの [証明書のダウンロード] をクリックし TLS 証明書をダウンロードし
ます。 certFiles . zip  ファイルがダウンロードされます。 以下の例では、ダウンロー
ドした証明書を、 ~/. acs / certs / ClusterNam e / ディレクトリに保存します。 
ClusterNam e  はお使いのクラスター名を⽰します。 異なるディレクトリに証明書を保

存することができますが、管理を簡単にするため ~/. acs / certs / ClusterNam e /

ディレクトリを使⽤する推奨します。
mkdir  ~/. acs / certs / ClusterNam e / # Replace  ClusterNam e
 with  your  cluster  name  
cd  ~/. acs / certs / ClusterNam e / 
cp  / path / to / certFiles . zip  . 
unzip  certFiles . zip

certFiles.zip ファイルには、 ca . pem  ファイル、 cert . pem  ファイルおよび key

. pem  ファイルが含まれます。
クラスターの管理

Docker クライアントを使⽤したクラスターの管理
Docker クライアントを使⽤し、Container Service のコンテナークラスターにアクセスでき
ます。 これを⾏うため、以下のように証明書およびアクセスアドレスの設定をする必要がありま
す。
• コマンドラインパラメーター

docker  -- tlsverify  -- tlscacert =~/. acs / certs / ClusterNam
e / ca . pem  -- tlscert =~/. acs / certs / ClusterNam e / cert .
pem  -- tlskey =~/. acs / certs / ClusterNam e / key . pem  \
- H = tcp :// master2g1 . cs - cn - Qingdao . aliyun . com : 11599  
ps  # Replace  ClusterNam e  and  tcp :// master2g1 . cs - cn -
Qingdao . aliyun . com : 11599  with  the  actual  path  and  
access  address .

• 環境変数
export  DOCKER_TLS _VERIFY =" 1 "
export  DOCKER_HOS T =" tcp :// master2g1 . cs - cn - Qingdao
. aliyun . com : 11599 " # Replace  tcp :// master2g1 . cs - cn
- Qingdao . aliyun . com : 11599  with  the  actual  access  
address
export  DOCKER_CER T_PATH =~/. acs / certs / ClusterNam e  #
Replace  ClusterNam e  with  the  actual  path
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docker  ps

上記の 2 つの例は、 クラスターでの docker  ps  コマンドの実⾏⽅法を⽰しています。 
ps  を他の Docker コマンドに置き換えることができます 。 たとえば、 docker  run

コマンドを実⾏して、新しいコンテナーを開始できます。
Docker Compose を使⽤したクラスター管理

Docker Compose により、環境変数を利⽤したアクセスアドレスおよび証明書の宣⾔がサポー
トされます。
export  DOCKER_TLS _VERIFY =" 1 "
export  DOCKER_HOS T =" tcp :// master2g1 . cs - cn - Qingdao .
aliyun . com : 11599 "
export  DOCKER_CER T_PATH =~/. acs / certs / ClusterNam e
docker - compose  up

証明書の取り消し
ダウンロードした証明書が、使⽤中に誤って流出した場合、できるだけ速やかに証明書を取り消
します。 クラスター詳細ページで [ダウンロードした証明書の取り消し] をクリックし、 ダウン
ロードした証明書を取り消します。 その後、新しい証明書をダウンロードします。

注 :
[ダウンロードした証明書の取り消し] のクリックにより、ダウンロードした証明書が利⽤できな
くなります。
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